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研究成果の概要（和文）：本研究は中国の周縁エスニシティの20世紀前半覚醒運動の比較を行った。いずれも近代教育
とメディアの発達が大きな影響を与えていたことが明らかになった。１）回民は中東・インド発のイスラーム覚醒の影
響を強く受け、ムスリム意識･近代教育・メディア発行熱、国民意識が高まったが、その結果ペルシャ語を使う伝統的
経堂教育が斜陽に向かったこと。2）独立を画策していたモンゴル人は日本式の軍事教育を受けそれを逆利用して民族
運動への情熱を燃やしたこと。３）朝鮮人は韓国式の教育を中国東北部において展開し、反日意識を高めることで民族
意識を高揚させたこと。４）西南諸民族エリートは旧来の土司制度を利用して権利要求を行ったこと。

研究成果の概要（英文）：This study examined ethnic awakings of the peripery ethnicities of China. We 
clarified how the modern education and the development of media gave impacts to ethnic awakings in the 
first half of the twentieth century. Sino-Muslims strenghtened Muslim awareness and natinal identity by 
the promotion of modern education and the publication of ethnic media. Consequently, traditional madrasa 
education with Persian knowledge became disappered. Mongolians under Japan's ocupation took advantage of 
Japanese military education and training, which gave them hopes to build their own country, independent 
from Japan, China and Russia. Koreans strenghtened national conciousness by education conducted by 
anti-Japanese Korean teachers in Northeast China. Ethnic elites of the Southwest tried to ask for their 
own ethnic rights. They were decendents of traditional tusi or hereditary headsmen and modern Chinese 
governments including the Republican regime and the Communist regime also made use of the system.

研究分野：東アジア近現代史

キーワード： エスニシティ　民族教育　メディア　ジェンダー　軍事主義　ナショナリズム　公教育
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１． 研究開始当初の背景 
 
(1)研究代表者、松本ますみは、過去 20 年あ
まり中国国民統合、特に少数民族政策の理論
的研究と、分離主義を主張しない現在の回族
と朝鮮族の近代における歴史と現状に関し
て個別研究を行ってきた。その過程で、彼ら
のエスニック・アイデンティティの出発点と
して1920年代から1930年代の日本以外の東
アジアにおける活字メディアや独自民族教
育の発展・発達に注目するようになった。 
(2)また、アメリカ文学研究者、イギリス文学
研究者、独文学研究者、文化人類学者、日本
近代ジェンダー史研究者、東アジア近代メデ
ィア論研究者らとともに、10年以上にわたっ
て第二次世界大戦参戦国のメディア（特に大
衆向けグラフ誌面）において女性がどのよう
に表象されてきたのかに関して比較研究を
行ってきた。 
(3)そのような研究の過程において、特に、漢
字を共通とする中国の周縁のエスニシティ
（モンゴル人、朝鮮人、回民＝現在の回族、
苗＝現在の苗族）などが①自分たちは「民族」
であるという自覚をどのように持つように
なったのか、さらには②その「民族」言説の
中のジェンダーに関する言説を比較検討す
ること、③特に、マイノリティが他者によっ
て表象されることがそのような民族自覚と
どのようなかかわりがあるのか、を考えるこ
とが重要であると考えるようにいたった。そ
れこそが、21世紀に入ってなお強まる東アジ
アのナショナリズムや中国の民族問題を解
きあかす鍵なのでは、と考えるようになった。 
 
２． 研究の目的 

 
中国周縁エスニシティ（モンゴル人、回民、
朝鮮人、西南諸民族）が 1912 年の清国滅亡
後、いかに独自「民族意識」をもつようにな
ったのかの覚醒過程を、雑誌メディアの言説
と教育の内容を比較検討して明らかにする。
特に、二つの世界大戦の戦間期の 1920 年代
から 1930 年代の状況分析に重点を置く。こ
の時代、強力な国家体制の欠如により中国は
かえって比較的自由な言論環境にあり、なお
かつ印刷・活字メディアが識字率の上昇と郵
便制度の発達により隆盛を極めつつあった
からである。 
 
３． 研究の方法 

 
 歴史学的な文献学的方法論（マイクロフィ
ルム資料、档案資料調査も含む）、文化人類
学的方法論（インフォーマントへのインタビ
ュー、言説研究）、表象文化研究の方法論を
とった。年に 2回の研究会に加え、最終年度
には国際シンポジウムを開催した。 
 
４． 研究成果 
 

(1)モンゴル人の民族覚醒の過程に関しては
以下の通りである。「満洲国」におけるモン
ゴル人向けの学校教育、特に近代軍事教育が
大きな役割を果たした。内モンゴル地域のモ
ンゴル人は、外モンゴルと統一し、農耕民た
る漢人の土地の浸食をうけない国家建設を
夢想していた。日本側は防共の砦としてのモ
ンゴル人とモンゴルの土地を考えてモンゴ
ル人に軍事教育を行ったのが、その意に反し
てモンゴル人は手に入れた近代軍事技術、知
識、合理的思考、日本語識字能力を使って、
漢人からもロシアからも自由な体制を構築
しようと目論んでいた。いずれにしても、民
族自決原則と日本語による近代教育が民族
覚醒に大きな影響を与えた。 
(2)回民（現在の回族）の民族覚醒に関して
は、「近代性の追求」というキーワードの下
に以下の通りまとめられる。 
①回民は、宗教実践や風習・慣習のみにて
漢人と区別されると考えられてきた。本研究
では、ハラールには近代になって衛生学的な
根拠がある、とされ漢人の食生活よりも優越
性があると説明されたということを明らか
にした。 
②「合理的」で「近代的」なアラビア語・
漢語の双語教育を行って世界の中のムスリ
ムの一員、中華民国の国民として覚醒せよ、
政治的文化的権利を主張せよと宣伝したイ
スラーム近代主義者の働きが 1920 年代から
30 年代に強まった。この動きは結果的に数百
年にわたったペルシア語学習伝統をほぼ廃
絶に導いた。イスラーム近代主義者は引き換
えに漢人に「回民」としての中国における政
治的・文化的権利を認めさせようとした。日
中戦争中の日本軍による華北占領時期、日本
軍部にイスラーム知識が欠如していたため
ペルシア語学習は存続した。日本軍敗戦後、
その学統が山東、河北で細々と続いたが、文
化大革命でほぼ根絶やしにされた。わずかに
天津付近の三つの村に残るのみとなったこ
とを明らかにした。 
③日本占領下、北京の回民女性むけに経営
した「新月女学」はほとんど民族覚醒につな
がらなかったことが明らかになった。女学は、
小学校卒業者対象に日本式良妻賢母教育カ
リキュラムを擁していたが、「知識人」女性
には全くアピールせず、女性を通した親日派
養成は失敗に終わった。また、一般の回民女
性は小学校も出ていないので、ニーズも少な
かった。 
(3) 朝鮮人の民族覚醒に関しては、モンゴル
人とは異なる方向性があったことが明らか
になった。すなわち、中国東北の間島におい
て、日本による韓半島統治から逃れてきた韓
国人による学校が数多く開かれた。特に、
1911 年、新興軍官学校が開かれ、学校が抗日
闘争の基地となる。1920 年に廃校となったこ
の学校は、のちの独立志士たちを多く輩出し
た。しかし、民族独立をめざした試みは路線
の違いという点で統一点をみず、一旦は失敗



を余儀なくされた。(1)のモンゴル人のため
の軍官学校とは性格は異なるが、しかし、民
族覚醒が「武力」をもつ民族エリート男性の
主導であったという意味では同様である。軍
事力の保持とそれを圧迫するものの存在が
民族覚醒をもたらすという仮説は、中国周縁
エスニシティについても同様に起こった、と
いうことが明らかになった。 
(4)西南では清朝まで羈縻政策が実施されて
いた。国民党政府は西南の世襲実力者、土司
を使い統治に利用しようとした。また、共産
党は長征通過中に藏族の自治政権博巴政権
をつくり「民族自決」につとめた。その一方
での藏族と食糧をめぐって軋轢を起こした
ことがある。また、共産党はこの西南に長期
間滞留せず、少数民族工作は不得手であった。 
彼らが中国から「独立」せず、中国内に留ま
る決定のために鄧小平が 1949 年 9 月に出し
た「少数民族工作に関する指示（草案）」は、
失敗しかかった民族政策を立て直し、教育あ
る土司の末裔を積極的に民族幹部として登
用していこうとする意欲的なものであった。
すなわち、民族覚醒は、自発的なものは一部
あったとしても、上からの工作で作られてい
ったことが明らかになった。 
 以上のことから、次のことが明らかになっ
た。すなわち、中国国内にとどまっている「少
数民族」であっても、「近代化」「合理化」と
いうキーワードは共通しているものの、民族
覚醒のありようは「独立」「軍事闘争」とい
う観点からすれば共通点はなく、おのおのが
対中国（＝漢人を中心とした国家）では共闘
関係を結ぶべく覚醒するということがなか
った。西南民族や回民は「覚醒」しても、あ
くまでも中国内部に留まることを望んだの
である。それは、漢人との入り組んだ関係と
いう歴史的要因、独自言語の汎用性等に起因
するものであった。 
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